
関東地方ESD活動支援センター
防災講習会

令和6年10月27日
柏市危機管理部防災安全課
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本日のメニュー

１ 柏市での災害
２ 柏市の被害想定
３ 柏市の防災対策
４ 社会福祉施設等の業務継続計

画（BCP）
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１ 柏市での災害
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災害とは？

地震(じしん) 台風(たいふう) 土砂(どしゃ)洪水(こうずい)

津波(つなみ) 雷（かみなり） 竜巻(たつまき) 雪(ゆき)
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令和5年9月20日 大雨（篠籠田）
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令和元年度台風１９号 10月14日午前時点（田中調整池）
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２ 柏市の被害想定
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被害想定（風水害）

柏市では，水防法に基づき，「柏市
洪水ハザードマップ」を作成してい
ます。
利根川や大堀川，大津川，手賀沼な
どが，想定最大規模の降雨に伴う洪
水により，氾濫した場合の浸水状況
を予測したものです。

また，上下水道局経営企画課が作成
する「柏市内水ハザードマップ」で
は，大雨等により下水道などの排水
施設の処理能力を超え浸水する範囲
等を想定し，示しています。

 ハザードマップ
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被害想定（風水害）
 web版ハザードマップ（内水）

社会福祉法人彩会
ザザビー・ドゥ

避難所
（増尾近隣センター）

増尾駅
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被害想定（土砂災害）
 土砂災害警戒区域
傾斜度30度以上かつ高さ5ｍ以上の急傾斜地で，
崩壊した場合に市民に危害が生じる恐れのある
区域。
市内に８９箇所

 土砂災害特別警戒区域
土砂災害警戒区域のうち，建築物に損壊が生じ，
住民に著しい危害が生じる恐れのある区域。
市内に８２箇所
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３ 柏市の防災体制
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避難場所・避難所
 避難場所

指定緊急避難場所 １４３箇所 ※洪水は122箇所
（学校，公園等）
広域避難場所 ４箇所
（日立台，柏の葉，中原，大堀川）

 避難所

指定避難所兼避難場所  １０９箇所 ※洪水は98箇所
（学校・近隣センター等）

市内のどの避難所に避難しても構いません。
（地域によっては事前に避難所を目安として定めている場合もあります）
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 避難所の開設基準
避難場所・避難所

・震度５強以上を観測した場合
・災害の状況により避難が必要な場合

＜自主避難所＞
・台風の暴風域が２４時間以内にかかると予想されるとき
・強風注意報が発表され警報に切り替える可能性が高いとき等

→基本的に市内２０近隣センターを開設する
＜指定避難所＞
・避難情報の発令又は警戒区域の設定を実施した場合
・災害の状況により避難が必要な場合等

風水害

震災
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 防災備蓄倉庫

公共施設
小中学校
その他公園など     計 ４３箇所
⇒２１コミュニティエリア単位に整備

防災備蓄体制

市で備蓄する物資を分散して配置。
発災時は各避難所等に必要に応じて
供給。
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種別 品目 目標数 実績数

食糧 保存食 ４００，０００食（発災から３日後までの避難者に必要な数） ３４８，８９７食

飲料水 保存水（500ml） ２０，０００本（避難所×２００本） ３１，８００本

資機材

毛布 ４０，０００枚（発災から３日後までの避難所避難者に必要な数） ３８，３２７枚

仮設トイレ ３００台（避難所×３台） ３００台

簡易トイレ １，３００台（避難所×１３台） ２，５９４台

非常用トイレ袋 ４３３，１７９枚（発災から３日後までの避難者に必要な数） ４３３，２１４枚

発電機 ２００台（避難所×２台） ３１８台

投光器 １００台（避難所×１台） １５６台

簡易更衣室 ２００台（避難所×２台） ２０９台

間仕切り ３，０００組（避難所×３０組） ４，５５５個

生理用品 １４５，８４２枚（発災から３日後までの避難所避難者に必要な数） １２３，４４０枚

 備蓄物資
防災備蓄体制

令和６年３月現在
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防災備蓄体制

品目 備蓄数 品目 備蓄数
① 保存食 ２００枚 ⑪ ソーラーパネル付き蓄電池 ４台

② 保存水（５００ml） ２６４本 ⑫ ヘルメット ２個

③ 毛布 ２００枚 ⑬ 授乳ケープ ２個

④ 非常用トイレ袋 ２００枚 ⑭ 避難所運営グッズ １セット

⑤ 間仕切りパーティション ２０張

⑥ パーティション用屋根 １０張

⑦ 多目的ベッド ２０台

⑧ 発電機 １台

⑨ 投光器 １台

⑩ ガソリン携行缶 １個

 各避難所備蓄物資
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防災備蓄体制

おかゆ ビスケット

パン 保存水
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防災備蓄体制

投光器

発電機 毛布

非常用トイレ袋
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防災備蓄体制
屋根

パーティション

多目的ベッド

ソーラーパネル付き
蓄電池
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防災備蓄体制

避難所運営(初動対応)グッズの内容
①  両サイドマジック(黒) 2本 ⑨  画鋲 1箱 ⑰  タオル 20枚
②  両サイドマジック(赤) 2本 ⑩  ラジオ(手回し充電) 1台 ⑱  簡易バケツ 2個

③  事務用鉛筆 1ダース ⑪  コップろうそく 10個 ⑲  タップ 1個

④  鉛筆削り 1台 ⑫  簡易ライト 3本×5
セット

⑳  避難所開設・運営
マニュアル及び様式

⑤  セロハンテープ 2個 ⑬  ポリ袋(90L) 10枚×3袋 ㉑搬入物内訳書 1枚

⑥  布粘着テープ 10巻 ⑭  ソーラー電池式ランタ
ン 2個 ㉒蓋付き透明コンテナ 1箱

⑦  事務用ハサミ 2個 ⑮  マグネットシート 1枚 ㉓携帯充電用マルチコ
ネクター 1個

⑧  ＰＰＣ用紙(A4) 1冊 ⑯  メガホン 3本 ㉔ゲルチョーク 2本

 各避難所備蓄物資
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防災備蓄体制
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防災備蓄体制

避難所運営(初動対応)グッズの内容
㉕ マスク １００枚 ㉛ ハンドソープ（２５０ml） ４本

㉖ 手指消毒液（５００ml） ４本 ㉜ 次亜塩素酸書毒液（６００ml） １本

㉗ 非接触型温度計 ２本 ㉝ ペーパータオル（２００枚） ２０個

㉘ 接触型体温計 １本 ㉞ 使い捨て手袋（１００枚） ９箱

㉙ フェイスシールド ４５枚 ㉟ 透明ビニールシート（１ｍ） ５枚

㉚ 除菌シート（２５枚） １００個

 各避難所備蓄物資



22

防災備蓄体制



23

給水体制
 飲料水

災害用井戸 １７箇所
耐震性貯水槽 ８箇所

 生活用水

災害用簡易井戸２３箇所
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災害情報の取得方法

防災行政無線 １９０箇所

関係機関等との無線 ３００台
市役所出先機関，災害拠点病院，
警察，消防，協力機関等

フリーダイヤルで確認できます！
0120-280-131

 防災行政無線
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 気象・地震情報配信サービス
・かしわメール配信サービス
・柏市公式ＬＩＮＥ
・柏市公式Ｘ（旧Twitter）
・柏市ホームページ
 災害時の情報
・テレビ（J：COM・チバテレビ）、ラジオ（bay FM78）
・エリアメール（Ｌアラート）
 防災行政無線放送内容確認
・柏市ホームページ
・かしわメール配信サービス
・音声案内サービス ℡0120-280-131
 気象庁の情報
・気象庁キキクル

災害情報の取得方法

災害に関する情報を
入手しましょう！
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 Yahoo！防災速報アプリ
災害情報の取得方法

• 緊急地震速報や気象警報などさまざまな情
報に対応

• 現在地と国内３地点まで設定可能 など

Ｙａｈｏｏ！防災速報アプリ
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災害情報の取得方法（平時）
 柏市地域別防災カルテ

柏市HPより
ご確認ください！
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ペット避難
 「ペット避難受入れに関するガイドライン」の策定
柏市では，過去の大規模災害時に，ペットとの避難を躊躇したことで被災した飼い主もいたことか

ら，ペット受入れ体制の強化を図っています。そのため，避難所におけるペット受入れに関する取組
みが平常時から円滑に進められるよう「ペット避難受入れに関するガイドライン」を策定し，令和５
年９月１日より運用を開始しました。

 屋内避難
ペットの飼育スペースを避難所の屋内に設置すること。
※飼い主とペットが同室で避難生活を送ることを意味す
るものではありません。

ペットの定義
犬や猫，ハムスターや小鳥などの「小型の哺乳類及び鳥類」

東葛地域獣医師会との協定締結
市内で大規模災害が発生した際に,専門的な立場から被災動物の
救護活動に対する協力を受けるために，令和５年９月３０日に締結。
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4 社会福祉施設等の
  業務継続計画（BCP）
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社会福祉施設等における業務継続計画（BCP）の策定義務化

社会福祉施設等においては、災害や感染症などが発生した場合であっても、利用者に対し
て必要なサービスを安定的・継続的に提供を維持していくことが求められており、事業の
継続には、業務継続計画（BCP）の策定が有効とされています。

・業務継続計画とは、「平常時の対応」「緊急時の対応」の検討を通して、
①事業活動レベルの落ち込みを小さくし、②復旧に要する時間を短くすること
を目的に作成されるべき計画書です。

・当該計画等の策定、研修の実施、訓練の実施等が令和６年度より義務付けられまし
た（令和５年度までは努力義務）。

＜要点＞
・策定に加えて、研修や訓練（シミュレーション）の実施も義務付け
・感染症及び自然災害それぞれに対応する内容であること（一体的に作成も可）
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■災害にかかる業務継続計画の記載項目
・平常時の対応（建物・設備の安全対策、電気・水道等のライフラインが停止した
場合の対策、必要品の備蓄等）

・緊急時の対応（業務継続計画発動基準、対応体制等）
・他施設及び地域との連携
※感染症と災害の計画を一体的に作成することも可

■研修及び訓練の実施
・研修および訓練（シミュレーション）は、定期的（年１回以上）に実施すること
（実施内容を記録）

・訓練では、業務継続計画に基づき、事業所内の役割分担の確認や、感染症や災害
が発生した場合に実践するケアの演習などを行うこと

社会福祉施設等における業務継続計画（BCP）の策定義務化
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厚生労働省ホームページにおいて策定作業に必要な情報が分かりやすくまとめられて
いますので、積極的にご活用ください。
・介護施設・事業所における業務継続計画（ＢＣＰ）作成支援に関する研修
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureish
a/douga_00002.html
・障害福祉サービス事業所等における業務継続計画（ＢＣＰ）作成支援に関する研修
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureish
a/douga_00003.html

社会福祉施設等における業務継続計画（BCP）の策定義務化



ご清聴ありがとうございました！
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